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今年も残り１か月となりました。２学期の教育活動についてご理解、ご協力をいただきありがとうございまし
た。３学期もどうぞよろしくお願いいたします。 
 
 
 
■２学期の指導終了日                 ■３学期の指導開始日 
月曜日グループ…１２月１2日（月）          月曜日グループ…１月１６日（月） 
火曜日グループ…１２月１３日（火）          火曜日グループ…１月２４日（火） 
水曜日グループ…１２月１４日（水）          水曜日グループ…１月２５日（水） 
木曜日グループ…１２月１５日（木）          木曜日グループ…１月１９日（木） 
金曜日グループ…１２月１６日（金）           金曜日グループ…１月２０日（金） 
 
■１２月１９日（月）～１２月２２日（木） 後期新規保護者個人面談期間 
この期間は、今年度後期から新規に通われている方を対象に保護者個人面談を行います。2学期の学習につい

て、目標、指導内容や手立て、成長の様子などを振り返り、今後の成長への願いや指導方針などについて話し合
います。 
 
 
 
 
◇日時  令和５年１月１３日（金）１０：００～１１：３０ 
◇会場  高井戸第四小学校 「体育館」 
◇内容 
 １０：００～ 事務連絡  
 １０：１０～ 保護者向け研修会  

 
テーマ「特別支援教室で大事にしている授業」 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

「できたこと、頑張ったことへの『ごほうび』をあげるようにしていると、そのうち報酬がないと何もしない

人になるのでは？」という相談を受けることがあります。実際には、「ごほうび」だけが理由で、将来何もしない

人になってしまうことはないのですが、「ごほうび」の与え方で子供のモチベーションも変わってきます。 

 

〇現金だけ、ゲームやおもちゃなど、物だけを与える・・・欲求不満がたまっていきます。   

〇現金にしても、物にしても、「よく頑張ったね」「ありがとう」の言葉を添えたり、家族みんなで食事やレジャ

ーに出かけて喜びを分かち合ったりすることで、子供の嬉しさは倍増します。     （裏に続く） 

３学期高四小エリア保護者研修会のおしらせ 

12月、１月の予定 

頑張ったことへの「ごほうび」は・・・？ 

今回は特別支援教室で行っている指導の内容を特別支援教室の教員が紹介します。 

個々の学び方に合わせた指導を行っている特別支援教室。 

私たちは個々の学び方や困り感にとことん寄り添って授業づくりを行っています。 

特別支援教室ならではの特別な指導、その考え方と実践をご紹介します。 

ぜひ、多くの保護者の皆様の参加をお待ちしております。 



 

「言葉をかけてもらえた」「感謝された」「褒めてもらえた」「喜んでもらえた」「自分に注目してもらえた」と

いう経験が、子供の意欲や自信を高めていきます。 

特別支援教室では、言葉で満たされたり、一緒に楽しい時間を共有することで満たされたりする経験をたくさん

積み重ねながら成長していけるよう、支援しています。 

 

 

１２月の学習予定      年  名前           

◎小集団学習「みんなの時間」 

 

「集中力 手指の操作性 ～化石の発掘調査隊になろう～」 

・よく見て、力加減を調節しながら丁寧に作業する。 

・目標に向かってあきらめずに根気よく取り組む。 

・発掘した化石を見せ合ったり関わり合ったりしながら楽しく活動する。  

 

「思いやりと助け合いの運動」 

 ・周囲の動きや友達の意図に気づき、自分の動きを調整する。 

 ・チームで話し合ったり、人の考えを推測したりして、協力しようとする。 

 ・相手のことを思いやり助け合いながら、友達との関わりを楽しむ。 

 

「協力する活動」 

 ・声を掛け合って協力する。 

 ・勝っても負けても感情を上手にコントロールする。 

 ・ルールを守って自分もみんなも楽しく活動する。 

 

 

◎個別学習「じぶんの時間」 目標や活動の内容 



 


